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鳥栖市子ども議会、市議会議事堂で開催

　 平成１６年１１月２０日㈯、「鳥栖市子ども議会」が

市制施行５０周年記念事業として鳥栖市議会の議場で

開催され、市内全小中学校から選出された子ども議員

が市制について熱心な質問を繰り広げました。また、

「住みたい町鳥栖」の作文コンクールの表彰も行われ、

市長賞の作文朗読が行われました。

　 平成１６年１１月２０日㈯、「鳥栖市子ども議会」が

市制施行５０周年記念事業として鳥栖市議会の議場で

開催され、市内全小中学校から選出された子ども議員

が市制について熱心な質問を繰り広げました。また、

「住みたい町鳥栖」の作文コンクールの表彰も行われ、

市長賞の作文朗読が行われました。



１２
月
定
例
会
１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
１
日
か
ら
１２
月
１７
日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
２２
件
、
議
員
提
出
議
案
４
件
の

審
議
の
ほ
か
、
議
長
不
信
任
の
動
議
の
審
議
や
副
議
長
の
選
挙
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
９
月
定
例
会
で
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
税
の
改

定
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
議
案
の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
議
長
不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
欠
員
と
な
っ

て
い
た
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
、
１４
人
か
ら
通
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
副
議

長
の
選
挙
な
ど
の
議
会
人
事
や
議
事
の
整
理
等
に
期
間
を
要
し
た
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
閉

会

中

に

継

続

審

査

　
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
の
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
で
の
閉
会
中
の
審

査
で
は
、
赤
字
解
消
年
度
の
先
送
り

に
よ
る
保
険
税
率
等
の
引
上
げ
幅
を

縮
小
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
、
国
保
運
営

協
議
会
の
答
申
に
対
す
る
引
上
げ
幅

な
ど
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、
市
長
か

ら
「
審
査
の
経
過
を
踏
ま
え
、
議
案

訂
正
を
視
野
に
入
れ
再
考
し
た
い
」

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
１２
月
定
例
会
で
当

初
よ
り
上
げ
幅
を
下
げ
て
議
案
訂
正

が
行
わ
れ
、
委
員
会
で
一
般
会
計
か

ら
の
制
度
外
繰
入
れ
、
事
務
費
の
総

額
繰
入
れ
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
「
議
案
訂
正
後
も

現
行
か
ら
は
大
幅
な
値
上
げ
だ
。
こ

れ
以
上
の
負
担
増
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め

る
」
旨
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
引
き
上
げ
中
止
の
請
願
は
不
採
択

　
今
回
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、「
国

保
税
の
引
き
上
げ
中
止
を
も
と
め
る

請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
執
行
部
へ
国
に
対

す
る
国
庫
補
助
金
増
加
等
の
要
望
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
今
後
の
国
保

財
政
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
紹
介
議

員
へ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
鳥
栖
市
だ
け
突
出

か
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
繰
入
れ
に

よ
る
赤
字
補
て
ん
が
市
民
に
理
解
さ

れ
る
か
、
制
度
改
革
の
中
で
国
保
財

政
の
安
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
期

が
来
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
、

本
会
議
と
も
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
副
議
長
の
辞
職
が

許
可
さ
れ
た
久
保
文
雄
副
議
長
の
後

任
と
し
て
、
園
田
泰
郎
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
園
田
議
員
は
７
期
目
、

平
成
９
年
１２
月
か
ら
平
成
１１
年
３
月

ま
で
副
議
長
を
務
め
ら
れ
、
２
度
目

の
就
任
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
副
議
長
の
選
挙
は
、
市
長
へ

　
鳥
栖
市
部
設
置
条
例
の
改
正
が
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
現
在
の
市
長

部
局
４
部
体
制
が
４
月
か
ら
５
部
体

制
に
な
り
ま
す
。
こ
の
見
直
し
は
、

昭
和
６３
年
の
部
制
導
入
以
来
、
初
め

て
部
を
含
ん
だ
と
こ
ろ
の
組
織
機
構

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
で
は
、

行
財
政
改
革
と
の
関
係
、
見
直
し
の

目
的
な
ど
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　
議
員
１８
人
か
ら
「
議
長
は
９
月
定

１８
人
の
議
員
か
ら
臨
時
会
の
招
集
請

求
が
あ
り
、
１１
月
５
日
に
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た
が
選
挙
を
行
う
に
至

ら
ず
、
１２
月
定
例
会
で
選
挙
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

例
会
で
の
議
長
不
信
任
後
も
議
会
正

常
化
の
努
力
を
さ
れ
ず
、
正
常
化
に

は
不
信
任
提
出
以
外
に
は
な
い
」
と

し
て
、
岡
恒
美
議
長
に
対
す
る
議
長

不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
「
混
乱
の
責
任
は
、

す
べ
て
議
長
に
あ
る
の
か
。
法
的
に

自
己
の
意
思
以
外
で
議
長
は
辞
め
さ

せ
ら
れ
な
い
」
等
の
質
疑
が
あ
り
、

「
議
長
就
任
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
３
特
別
委
員
会
の
整
理
を
抜
き
に

し
て
議
長
の
職
を
全
う
す
る
こ
と
自

体
が
問
題
だ
。
議
長
は
権
限
だ
け
で

な
く
、
責
任
と
義
務
が
あ
る
。
議
長

が
辞
め
る
以
外
に
正
常
化
の
道
は
な

い
」
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
議
長
不
信
任
は
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

❷

委員会審査を踏まえ市長から原案を訂正

国保税、上げ幅を下げて可決

１２月定例会　会期１７日間－本会議１０日[議案審議等１０日]｡常任委員会－建設４日､他３日｡議会運営委員会９日｡付議事件３８件－市長提出２２件､議員提
出４件､請願２件､選挙１件､その他９件｡議決結果－可決２０件､認定７件､承認１件､不採択１件､許可２件､選任２件､選挙１件､継続審査４件。傍聴－１６８人�

副
議
長
に
園
田
泰
郎
議
員

部
設
置
条
例
を
改
正

議
長
不
信
任
を
可
決

市議会だより 第１２１号　平成１７年２月１日

園田泰郎副議長



❸ 平成１６年議会活動状況①　定例会４回､臨時会２回､会期８７日｡本会議４３日[議案審議等３３日､一般質問１０日(延べ質問者数４５人)]｡常任委員会－総務１６
日､建設１７日､文教厚生２０日､経済１２日､ほか管外視察各３日､協議会各１日｡議会運営委員会４７日ー開会中３８日、閉会中９日､ほか管外視察３日｡

■職員退職手当基金積立金�
■減債基金積立金�
■母子家庭等医療費
■身体障害者更生医療費　
■知的障害者居宅生活支援費（グループホーム）�
■乳幼児医療費　
■代替保育士等賃金　
■生活保護費　�
■新たな米政策対策事業費補助金�
■県営ほ場整備事業負担金　
■国営関連県営かんがい排水事業負担金
■県営農業用河川工作物応急対策事業負担金
■県道佐賀川久保鳥栖線県営事業負担金�
■新幹線関連業務受託事業
■九州新幹線鹿児島ルート建設事業負担金
■九州新幹線用地取得業務受託事業
■幼稚園就園奨励費補助金　�
■小中学校施設営繕費�
■公共施設トイレ洋式化工事

２００，０００
２２８，０００
３，０００
３，８００
５，７３２
２０，４５０
１３，１２８
５１，２４０
２２，３８４
２３，０９７
５２，５００
１０，０８０
３，０００
１２，３００
６１，３００
１４，１４０
　７,１８５
９,４９１
１９,０４０

８億３２５９万３千円

２０８億２８６４万２千円
前年同期との対比　４.６％増

補　正　額

既決予算との合計

【主な事業と予算額】
単位：千円

※
１２
月
定
例
会
の
付
議
事
件
と
議
決
結
果

●

平
成
１６
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算（
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、下
水
道
、農
業
集
落
排
水
）、

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

平
成
１６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
決
算
、特
別
会
計
決
算（
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
）

水
道
事
業
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算（
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、鳥
栖
駅
東
土
地
区
画
整
理
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

不
採
択（
賛
成
少
数
）

認
　
　
定（
全
会
一
致
）

認
　
　
定（
賛
成
多
数
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

選
　
　
挙（
投
　
　
票
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

承
　
　
認（
全
会
一
致
）

農
業
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
改
正﹇
法
改
正
に
伴
う
選
任
委
員
の
定
数
の
変
更
﹈

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正﹇
租
税
特
別
措
置
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
﹈

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正﹇
森
園
ア
パ
ー
ト
の
老
朽
化
に
伴
う
用
途
廃
止
﹈

佐
賀
県
自
治
会
館
組
合
、佐
賀
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
、佐
賀
県
市
町
村
消
防
団
員

公
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
等
の
協
議

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正﹇
税
率
等
の
改
定
﹈

鳥
栖
市
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正﹇
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
﹈

鳥
栖
市
税
条
例
の
一
部
改
正﹇
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
﹈

国
保
税
の
引
き
上
げ
中
止
を
も
と
め
る
請
願

鳥
栖
市
に
お
け
る
バ
ス
利
便
性
の
向
上
に
関
す
る
請
願﹇
西
鉄
高
速
路
線
バ
ス
天
神
―
鳥
栖

線
の
復
活
、市
内
路
線
バ
ス
の
路
線
見
直
し
、神
辺
高
速
バ
ス
停
の
移
動
及
び
高
速
バ
ス
の

終
点
変
更
を
求
め
る
請
願
﹈

Ｗ
Ｔ
О
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」見
直
し
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

郵
政
事
業
の
改
革
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

平
成
年
度
地
方
交
付
税
所
要
総
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

﹇
以
上
４
意
見
書
の
要
旨
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
﹈

副
議
長
の
選
挙﹇
当
選
人
　
園
田
泰
郎
議
員
﹈

議
会
運
営
委
員
の
辞
任﹇
大
坪
　
樹
議
員
﹈

議
会
運
営
委
員
の
選
任（
◎
委
員
長
、○
副
委
員
長
）

﹇
◎
大
坪
　
樹
、○
向
門
慶
人
、山
津
善
仁
、三
栖
一
　
、森
山
　
林
、中
村
直
人
﹈

資
格
審
査
特
別
委
員
の
辞
任﹇
光
安
一
磨
議
員
﹈

資
格
審
査
特
別
委
員
の
選
任﹇
姉
川
清
之
議
員
﹈

常
任
委
員
の
所
属
変
更
の
件

﹇
三
栖
一
　
議
員
　
建
設
↓
文
教
厚
生
、平
川
忠
　
議
員
　
文
教
厚
生
↓
建
設
﹈

議
長
不
信
任
の
件

議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
件

市　長　提　出　議　案議員提出
議　　案議会人事 請　願その他

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

平成１５年度
決 　 　 算

市議会だより 第１２１号　平成１７年２月１日

資
格
決
定
要
求
の
件

平成16年度
一般会計補正予算

補正予算（１２月）

８億３２５９万３千円

補正予算（９月）

５億４５４１万２千円

補正予算（６月）

１億９４２４万８千円

当初予算
１９２億５６３８万９千円

【主な歳入】
市　　税

国・県支出金

市　　　債

６億３２２８万２千円

７３４５万４千円

９９４０万円



委
員
会
の
新
構
成

　
　
　
　
福
祉
事
務
所
　
生
活
保
護

　
　
　
　
受
給
者
の
最
近
の
動
向
、

　
　
　
　
保
育
所
及
び
教
育
施
設
等

　
　
　
　
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
伴
う

　
　
　
　
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録

　
　
　
　
制
度
の
活
用
、
職
員
の
心

　
　
　
　
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
質
疑

　
　
　
　
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
　
河
内
町
浚
渫
土
置
場

工
事
、
塵
芥
焼
却
場
運
転
経
費
の
考

え
方
、
動
物
焼
却
炉
購
入
費
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し

広
報
広
聴
課
　
市
制
施
行
５０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
開
催
す
る
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

財
政
課
　
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
が

補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
賀
県
競
馬
組
合
の
経
営

状
況
及
び
平
成
１５
年
度
鳥
栖
市
の
財

務
諸
表
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

税
務
課
　
市
税
の
還
付
金
な
ど
が
補

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
体
交
差
化
工
事
の
橋
梁
下
部
工
工

事
の
見
直
し
に
よ
り
、
所
要
の
額
が

補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
光
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー

ド
広
場
の
必
要
性
、
県
道
佐
賀
・
川

久
保
・
鳥
栖
線
の
今
後
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
　
市
民
公
園
利
用
者
の

利
便
を
図
る
た
め
、
公
園
内
の
女
性

ト
イ
レ
の
一
部
洋
式
化
を
行
う
た
め

の
所
要
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
対
策
課
　
本
年
度
の
九
州
新

幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
建
設
に
要
す
る

鳥
栖
市
の
負
担
金
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
幹
線
久
留
米
駅
の

新
設
に
よ
り
、
支
障
と
な
っ
た
久
留

米
貨
物
駅
の
設
備
を
鳥
栖
貨
物
駅
及

び
鳥
栖
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、

鳥
栖
貨
物
駅
を
改
良
す
る
工
事
計
画

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

た
。

教
育
委
員
会
事
務
局
　
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
制
度
及
び
補
助
対
象
園

児
数
、
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
、

佐
賀
県
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支

援
事
業
委
託
料
、
な
か
よ
し
会
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
、
（
仮
称
）

北
部
丘
陵
新
設
小
学
校
の
プ
ー
ル
建

設
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
農
林
課
　
新
た
な
米
政
策

　
　
　
　
対
策
事
業
の
概
要
等
、
滞

　
　
　
　
在
型
農
園
施
設
運
営
委
託

　
　
　
　
料
の
内
容
、
森
林
整
備
地

　
　
　
　
域
活
動
支
援
交
付
金
の
概

　
　
　
　
要
等
に
つ
い
て
、
質
疑
が

　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
委
員
か
ら
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
林
業
振
興

及
び
環
境
保
全
の
立
場
か
ら
、
今
後

と
も
推
進
に
努
め
て
い
く
よ
う
強
い

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
　
地
球
環
境
保
護
を
目

的
と
し
た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
補
助
金
の
申
請
件
数
等
に

つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

物
流
対
策
課
　
鳥
栖
流
通
業
務
団
地

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
用
地
取
得
の

状
況
と
工
事
用
道
路
計
画
等
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
委
員
会
構
成
の
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

■
総
務
常
任
委
員
会

※
副
委
員
長
の
交
代

　
（
新
）
　
原
　
康
彦

　
（
旧
）
　
尼
寺
省
悟

■
建
設
常
任
委
員
会

※
副
委
員
長
の
交
代

　
（
新
）
　
松
隈
清
之

　
（
旧
）
　
三
栖
一
　

※
委
員
の
所
属
変
更

　
平
川
忠
　
議
員
が
文
教
厚
生
常
任

　
委
員
会
か
ら
建
設
常
任
委
員
会
へ

■
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

※
副
委
員
長
の
交
代

　
（
新
）
　
内
川
　
則

　
（
旧
）
　
平
川
忠
　

※
委
員
の
所
属
変
更

　
三
栖
一
　
議
員
が
建
設
常
任
委
員

　
会
か
ら
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
へ

■
議
会
運
営
委
員
会

　
委  

員  

長
　
大
坪
　
樹

　
副
委
員
長
　
向
門
慶
人

　
委
　
　
員
　
山
津
善
仁

　
　
　
　
　
　
三
栖
一
　

　
　
　
　
　
　
森
山
　
林

　
　
　
　
　
　
中
村
直
人

（
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
選
任
）

●
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

※
委
員
の
辞
任
　
光
安
一
磨
議
員

※
委
員
の
選
任
　
大
坪
　
樹
議
員
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常任委員会
審査報告概要
平成１６年度一般会計補正予算の委員会審査の
概要は次のとおりです（予算額は３ページ参照）

文教厚生常任委員会
審査報告概要

経済常任委員会
審査報告概要

　
　
　
　
建
設
課
　
県
道
佐
賀
・
川

　
　
　
　
久
保
・
鳥
栖
線
の
立
石
・

　
　
　
　
乗
目
間
の
道
路
設
計
な
ど

　
　
　
　
に
か
か
る
県
営
事
業
負
担

　
　
　
　
金
、｢

独
立
行
政
法
人
鉄
道�

　
　
　
　
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

　
　
　
　
援
機
構
」
か
ら
受
託
し
て

　
　
　
　
い
る
市
道
平
田
・
養
父
線

建設常任委員会
審査報告概要

県
　
道
佐
　
賀

川
久
保
鳥
栖
線

今
後
の
事
業
計
画
は

新
た
な
米

政
策
対
策

事
業
の
概
要
は

委
員
会
の
新
構
成

　
　
　
　
総
務
課
　
人
事
異
動
等
に

　
　
　
　
伴
う
給
与
、
職
員
手
当
等

　
　
　
　
及
び
共
済
費
、
庁
舎
の
ト

　
　
　
　
イ
レ
の
一
部
を
洋
式
ト
イ

　
　
　
　
レ
に
改
修
す
る
た
め
の
経

　
　
　
　
費
、
防
犯
等
の
整
備
の
た

　
　
　
　
め
の
補
助
金
、
退
職
手
当

　
　
　
　
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
視
覚
障
害

者
の
方
に
対
す
る
ト
イ
レ
の
改
修
、

時
間
外
勤
務
手
当
の
増
加
原
因
、
退

職
手
当
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
に

つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
情
報
課
　
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
経
営

問
題
等
に
関
す
る
経
過
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

総務常任委員会
審査報告概要

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
ト
イ
レ
の
改
修
は

な
か
よ
し
会
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

市議会だより 第１２１号　平成１７年２月１日

常任委員会
審査報告概要

県道佐賀川久保鳥栖線県道佐賀川久保鳥栖線



下
水
道
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
　
歳
入
、
歳
出
と
も
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
栖
駅
東
土
地
区
画
整
理
特
別
会
計

約
７
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
多
く
の
質
疑
、
要
望
が
あ
り
、

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

●
時
間
外
勤
務
手
当
の
業
務
内
容

●
合
併
離
脱
後
の
行
財
政
の
事
務
事

　
業
の
見
直
し

●
市
税
等
の
滞
納
及
び
不
納
欠
損
の

　
理
由
と
そ
の
推
移

●
鳥
栖
園
の
移
転

●
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
し

●
高
額
医
療
費
の
状
況
と
抑
制
対
策

●
国
民
健
康
保
険
の
赤
字
解
消
対
策

●
既
存
の
塵
芥
焼
却
場
の
稼
動

●
教
材
備
品
の
充
足
率

●
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
補

　
助
の
あ
り
方
、
本
市
の
メ
リ
ッ
ト
、

　
今
後
の
方
針

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
導
入
の
成
果

●
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
河
川
事
業

　
へ
の
対
応

●
弱
者
に
対
す
る
交
通
安
全
対
策

●
落
札
状
況
と
予
算
の
効
率
的
執
行

　
の
た
め
の
目
標
値
の
設
定

●
サ
ン
メ
ッ
セ
の
利
用
促
進

●
鳥
栖
駅
東
土
地
区
画
整
理
地
の
分
譲

●
滞
在
型
農
園
施
設
の
利
用
状
況
と

　
今
後
の
見
通
し

●
観
光
県
さ
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
キ
ャ

　
ン
ペ
ー
ン
の
成
果

●
地
元
購
買
促
進

　
　
　
　
　
各
委
員
か
ら
、
多
く
の

　
　
　
　
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
問
鉛
給
水
管
更
新
事
業
の

　
　
　
　
進
捗
状
況
と
事
業
推
進
に

　
　
　
　
当
た
っ
て
の
考
え
方

　
　
　
　
答
約
８
千
件
の
使
用
に
対

し
、
１
千
４
百
２０
件
完
了
し
、
約
１８

％
の
進
捗
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
更

新
は
、
下
水
道
工
事
関
連
工
事
と
の

同
時
施
工
、
歩
道
整
備
等
の
道
路
改

良
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

問
水
道
事
業
で
生
じ
た
利
益
の
還
元

と
し
て
の
基
本
料
金
見
直
し
の
検
討

答
水
道
料
金
は
地
方
公
営
企
業
法
で

適
正
な
原
価
を
基
礎
と
す
る
旨
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
料
金
体
系

は
、
家
事
用
は
１０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

基
本
料
金
の
設
定
は
料
金
原
価
を
反

映
し
て
い
る
が
、
従
量
料
金
は
料
金

原
価
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
基
本
水
量
を
５
立
方
メ
ー
ト
ル

と
し
て
も
、
基
本
料
金
が
半
分
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
従
量
料
金
へ
の

影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
。
将
来
の
財

政
運
営
の
安
定
性
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
現
状
で
は
、
基

本
料
金
等
の
改
定
は
適
切
で
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
独
居
老
人
等
生
活
弱
者
へ

の
福
祉
政
策
的
な
観
点
か
ら
の
支
援

は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
措
置
す
べ

き
で
、
水
道
利
用
者
に
新
た
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
現
行
の

料
金
体
系
の
維
持
に
努
め
た
い
。

問
水
道
水
源
の
水
質
に
対
す
る
対
応

答
原
水
の
水
質
が
悪
化
す
れ
ば
、
高

度
浄
水
処
理
施
設
の
導
入
や
、
新
幹

線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
湧
水
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
審
査
の
経
緯
を
踏

ま
え
、
今
後
の
水
道
事
業
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
良
質
水
の
安
定
供
給

と
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
さ
ら
に

は
未
給
水
地
区
の
解
消
、
有
収
率
の

向
上
、
水
質
管
理
の
強
化
な
ど
の
ほ

か
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、

水
道
財
政
の
健
全
化
に
尚
一
層
の
努

力
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

❺

水
道
財
政
健
全
化
の
努
力
を

　
　
　
　
一
般
会
計
　
な
お
一
層
の

　
　
　
　
健
全
な
財
政
運
営
及
び
市

　
　
　
　
税
、
使
用
料
等
の
徴
収
率

　
　
　
　
向
上
に
努
め
、
ま
た
歳
出

　
　
　
　
予
算
執
行
の
一
層
の
効
率

　
　
　
　
的
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
赤
字
決
算
の
た
め
、
翌
年

度
歳
入
繰
上
充
用
金
で
補
填
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
収
納
率
の
向
上
及

び
医
療
費
の
適
正
化
事
業
の
推
進
な

ど
、
さ
ら
に
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
　
医
療
費
の
適

正
化
の
た
め
、
保
健
事
業
の
推
進
な

ど
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

一
層
の
健
全
な
財
政
運
営
を
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市議会だより 第１２１号　平成１７年２月１日

決　算　特　別　委　員　会
水道事業会計決算特別委員会

審査報告概要

決　算　特　別　委　員　会
水道事業会計決算特別委員会

審査報告概要
平成１５年度の決算特別委員会及び水道事業会計決算
特別委員会の委員会審査の概要は次のとおりです。

水道事業会計決算特別委員会
審査報告概要

審査報告概要
決算特別委員会

平成１５年度の鳥栖市の財政構造

区　　　分

財 政 力 指 数 １に近いほど財政力が強い

財政の弾力性を表し、１００を超えるほ
ど経常一般財源に余裕がある

財政の弾力性を示し、７０～８０％が
適当な数値とされる

地方債の元利償還金の一般財源に対する
割合。１０％を超えないことが望ましい

経常一般財源比率

経 常 収 支 比 率

公 債 費 比 率

０．７９０

１０５．１

８５．６％

１９．５％

説　　　明

会派の変更会派の変更
　会派構成に変更があり、新しい会派及び会ができま

した。　　　　　　　　　　　　　（※印は代表者）

自民党新世紀クラブ

　※永渕一郎、酒井靖夫、小石弘和、森山　林、

　　松隈清之、向門慶人

社会民主党議員団

　※平塚　元、簑原　宏、野田ヨシエ、

　　内川　則、中村直人

新政市民の会

　※黒田　攻、岡　恒美、山津善仁

日本共産党議員団

　※平川忠　、三栖一　、尼寺省悟

政和会（新会派）

　※原　和夫、姉川清之、大坪　樹

公明党　　　　　　　　　　民主党クラブ

　※太田幸一、国松敏昭　　　※園田泰郎、原　康彦

志友会　　　　　　　コスモス会　　　　菖蒲会(新)

　久保文雄　　　　　　田中洋子　　　　　光安一磨



■商業地等における固定資産税等の減額措置について

　　　　　全日本不動産政治連盟　会　長   中林増美

　　　　　　　　　　〃　　　　　本部長　千北政利

　 [商業地等の負担水準上限を引き下げることを要望]

■平成１７年度税制改正及び行財政改革等に関する

　要請書　　社団法人鳥栖法人会　会　長　中冨博隆

　[財団法人全国法人会総連合「平成１７年税制改正要�

　望書」実現への配慮を要望]�

■農林水産関係国庫補助負担金改革等に関する要請書

　さが東部農業共同組合　代表理事組合長　宮原岩政

　　　　　　　さが東部農政協議会　会長　宮原岩政

  [「三位一体改革」で移譲された農林水産関係補助金は

　削減しないことと、農業関係予算の拡充を要請]

■平成１６年台風等災害対策に関する要請書

　さが東部農業共同組合　代表理事組合長　宮原岩政

　　　　　　　さが東部農政協議会　会長　宮原岩政

　　　 [被災農家の早期経営安定のための支援を要請]

■郵政事業民営化反対に関する意見書の採択について

　郵政退職者九州連盟佐賀県連合会鳥栖地区理事　篠原是章

　[郵政事業の民営化に反対する意見書の採択を要望]
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－１０月－
　１日　資格審査特別委員会�
１２日～１５日  決算特別委員会
１２日、１３日  水道事業会計決算特別委員会
１８日　市議会だより編集委員会
１９日～２１日  議会運営委員会行政視察
　　　　　　　（千代田区、文京区、鎌倉市、逗子市）
２２日　文教厚生常任委員会
２５日～２７日  建設常任委員会行政視察
　　　　　　  （村上市、山形市、東根市）
　　 〃　　　　経済常任委員会行政視察
　　　　　　  （中津川市、勝沼町）
－１１月－
　１日　議会運営委員会、全員協議会�
　２日　文教厚生常任委員会�
　５日　11月臨時会�
１５日　資格審査特別委員会
１７日～１９日  総務常任委員会行政視察
　　　　　　  （八戸市、江刺市、仙台市）
２０日  鳥栖市子ども議会
２２日　文教厚生常任委員会
２４日  議会運営委員会
２５日  行財政制度調査特別委員会
－１２月－
　１日～１７日　１２月定例会�
１７日　市議会だより編集委員会

※議会への視察来庁（１０月～１２月）
　　　　　　　 ９議会（９市）　７１人�

陳　　情 意　見　書意　見　書陳　　情

議会日誌議会日誌

編集後記

鳥栖市議会の最新情報をお届けする、ホームページも是非ご覧下さい。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ.ｔｏｓｕ．ｌｇ.ｊｐ／ｇｉｋａｉ／）
本会議は自由に傍聴できます。次の定例会は3月上旬から開会の予定です。詳しくは事務局へ（☎８５ー３５２５  Ｅメールｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｓｕ．ｌｇ.ｊｐ）
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■ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する意見書

　ＷＴＯ（世界貿易機関）及びＦＴＡ（二国間自由貿易協定）

における農業分野の交渉にあたって、農業の多面的機能の発

揮と食料の安全保障、各国の農業の共存と食料自給向上が可

能な貿易ルールの確立の実現を強く求める。

　内閣総理大臣､農林水産大臣、外務大臣、経済産業大臣に提出�

■「食料・農業・農村基本計画」見直しに関する意見書

　現在政府は２０００年に定めた「食料・農業・農村基本計

画」の見直しを検討している。先に出された「中間論点整理」

では、最大の課題である食料自給率の向上に向けての施策に

ついては先送りされた。

　基本計画の見直しにあたっては「食料・農業・農村基本法」

に基づき、食料自給率の引き上げ、食の安全・安定に結びつ

く施策の実現を強く求める。

　　　　　　　　　　　　内閣総理大臣､農林水産大臣に提出�

■郵政事業の改革に関する意見書

　現在政府において、郵政事業の改革に関する議論が行われ

ているが、経済財政諮問会議では平成１９年に民営化を実施

することとし、特殊会社のもと窓口ネットワーク会社、郵政

事業会社、郵便貯金会社として独立させるなどの基本方針が

閣議決定されたところである。

　今後の改革に当たっては、スタートした日本郵政公社の経

営の効率化やサービスの改善等の成果を十分検証するととも

に、拙速な分割・民営化論議を進めるのではなく、慎重に対

応されるよう要望する。

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣､総務大臣、財務大臣、�

　郵政民営化担当大臣、行政改革担当大臣に提出

■平成１７年度地方交付税所要総額確保に関する意見書

　平成１６年度政府予算においては、地方交付税及び臨時財

政対策債の大幅な削減により、地方財政運営に支障を来たす

とともに地方の信頼関係を損ねる結果となった。

　よって国は平成１７年度政府予算編成に当たり「地方交付

税の所要の総額」が確実に確保されるよう求める。

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣､内閣官房長官、郵政

　�民営化・経済財政政策担当大臣、総務大臣、財務大臣に提出

❻


